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4次元球面上のゲージ理論についてその分配関数はインスタントン分配関数を用いて表される事が
Pestunによって示されている．この発表ではその結果を一般の曲面上に一般 化すべく、局所化の
方法を試みた．一般化とはつまりNekrasov分配関数に 2つのパラメータ、ϵ1, ϵ2の関係を Pestun
の与えた、ϵ1 = ϵ2の場合から、この関係が成り立っていない場合の Nekrasov分配関数を求める
事を意味する．局所化に用いる SUSY完全な項を計算し、その性質を 調べた．一つの結果として
インスタントンの配位が現れる場所をAdS2 × S2曲面上での場合に特定した．我々はN = 2の超
対称性を持ったゲージ理論を想定する。その作用は次式である。
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この作用は次の超対称変換の下不変となっている。
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QKi = −νiΓMDMΨ (4)

SUSY完全な項の計算方法は次の通りだ。先ず V を次のように定義した。
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求める積分はQV = 0の領域に局所化する。その配位は次の通りである。
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